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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オイルに含有された状態で検出される融点が１００℃以上であるカロチノイドを含む油
相と、ポリグリセリン脂肪酸エステル及び該ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノ
ニオン性乳化剤を含む水相と、から構成され、ポリグリセリン脂肪酸エステルの含有量（
Ａ）と、ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤の含有量（Ｂ）と、
のエマルション組成物における質量比（Ａ）／（Ｂ）が２．５～１０の範囲であり、粒子
径が２００ｎｍ以下であるエマルション組成物であり、
　カロチノイドが、リコピンであり、
　ポリグリセリン脂肪酸エステルが、平均重合度が６～１５のポリグリセリンと、炭素数
８～１８の脂肪酸とのエステルであり、
　ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤が、脂肪酸の炭素数が１２
～２０のショ糖脂肪酸エステルである、エマルション組成物。
【請求項２】
　０．１質量％～５質量％の範囲で前記カロチノイドを含み、かつ、０．１質量％～２０
質量％の範囲で前記ポリグリセリン脂肪酸エステルを含み、かつ、０．０１質量％～８質
量％の範囲で前記ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤を含む請求
項１に記載のエマルション組成物。
【請求項３】
　ポリグリセリン脂肪酸エステルが、平均重合度８～１０のポリグリセリンと、カプリル
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酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸
、及びリノール酸からなる群より選択される少なくとも１種の脂肪酸と、のエステルであ
る、請求項１又は請求項２に記載のエマルション組成物。
【請求項４】
　更に酸化防止剤を含有する請求項１～請求項３のいずれか１項に記載のエマルション組
成物。
【請求項５】
　更に多価アルコールを含有することを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか１項に
記載のエマルション組成物。
【請求項６】
　前記粒子径が１００ｎｍ以下である請求項１～請求項５のいずれか１項に記載のエマル
ション組成物。
【請求項７】
　カロチノイドの融点以上の温度で加熱処理をすることで得られるカロチノイドを含む油
相と、ポリグリセリン脂肪酸エステル及び、ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノ
ニオン性乳化剤を含む水相と、を混合することで得られる、請求項１～請求項６のいずれ
か１項に記載のエマルション組成物。
【請求項８】
　請求項１～請求項７のいずれか１項に記載のエマルション組成物を含有する食品。
【請求項９】
　請求項１～請求項７のいずれか１項に記載のエマルション組成物を含有する化粧品。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エマルション組成物、それを含む食品及び化粧品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、水性飲料、水性食品ならびに水性化粧品に油性成分を添加することは行われ
てきた。しかし、油性成分は水に対して不溶性又は難溶性のため、乳化等の手段を用いて
、油性成分をいわゆるエマルションとして水性媒体中に分散することが一般的であった。
エマルションは、その粒径に依存して光を散乱するため、粒子径が大きい場合は、エマル
ション及びそれを添加した食品や化粧品に濁りを生じ、外観上好ましくない場合が有り、
光散乱が非常に小さくなるまでエマルションの粒子径を微細化することが望まれていた。
【０００３】
　一方、従来から、カロチノイドを食品、化粧品、医薬品等に添加することが行われてき
た。このようなカロチノイドは難溶性の素材として広く知られていることから、通常、乳
化されて用いられる。
　カロチノイドを含むエマルション組成物として具体的には、水相に少なくとも１種の水
溶性乳化剤を含有し、油相にトコフェロール及びレシチンを含有するカロチノイド含有エ
マルジョン組成物（特許文献１参照。）や、食品用カロチノイド系色素とポリグリセリン
脂肪酸エステルの組成物が微粒子化され、その可視部の極大吸収波長での吸光度が１のと
き、６６０ｎｍにおける透過率が９９％以上である食品用カロチノイド系色素可溶化液製
剤（特許文献２参照）、更には、カロチノイド類を油脂に溶解してなる油相をポリグリセ
リン脂肪酸エステル及びレシチンの存在下に多価アルコールを含む水相に乳化してなり、
かつ上記油相の平均粒子径が１００ｎｍ以下であるカロチノイド含有組成物（特許文献３
参照）等が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２００８－１３７５１号公報
【特許文献２】特開平１０－１２０９３３号公報
【特許文献３】特開平９－１５７１５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　更に、カロチノイドの中でも、オイルとの共存下において検出される融点が１００℃以
上であるカロチノイド（以下、適宜、「高融点カロチノイド」と称する。）というものが
ある。
　このようなカロチノイドの場合、前述の特許文献１～３に記載の技術では、エマルショ
ン組成物に含まれる粒子の粒子径が微細で、その微細な粒子径が長期間安定に保持され、
透明性の高いエマルション組成物を得ることが困難であった。
【０００６】
　そこで、本発明は、粒子の粒子径が微細で、かつ、その保存安定性に優れ、透明性の高
いエマルション組成物を提供することを目的とする。
　また、本発明は、粒子の粒子径が微細で、かつ、その保存安定性に優れ、透明性の高い
エマルション組成物を含む食品及び化粧品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記実情に鑑み本発明者らは、鋭意研究を行ったところ、上記課題を解決しうることを
見出し、本発明を完成した。
　即ち、本発明は下記の手段により達成されるものである。
【０００８】
＜１＞　オイルに含有された状態で検出される融点が１００℃以上であるカロチノイドを
含む油相と、ポリグリセリン脂肪酸エステル及び該ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異
なるノニオン性乳化剤を含む水相と、から構成され、ポリグリセリン脂肪酸エステルの含
有量（Ａ）と、ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤の含有量（Ｂ
）と、のエマルション組成物における質量比（Ａ）／（Ｂ）が２．５～１０の範囲であり
、粒子径が２００ｎｍ以下であるエマルション組成物であり、
　カロチノイドが、リコピンであり、
　ポリグリセリン脂肪酸エステルが、平均重合度が６～１５のポリグリセリンと、炭素数
８～１８の脂肪酸とのエステルであり、
　ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤が、脂肪酸の炭素数が１２
～２０のショ糖脂肪酸エステルである、エマルション組成物。
【０００９】
＜２＞　０．１質量％～５質量％の範囲で前記カロチノイドを含み、かつ、０．１質量％
～２０質量％の範囲で前記ポリグリセリン脂肪酸エステルを含み、かつ、０．０１質量％
～８質量％の範囲で前記ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤を含
む前記＜１＞に記載のエマルション組成物。
【００１０】
＜３＞　ポリグリセリン脂肪酸エステルが、平均重合度８～１０のポリグリセリンと、カ
プリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレ
イン酸、及びリノール酸からなる群より選択される少なくとも１種の脂肪酸と、のエステ
ルである、前記＜１＞又は前記＜２＞に記載のエマルション組成物。
【００１１】
＜４＞　更に酸化防止剤を含有する前記＜１＞～前記＜３＞のいずれか１に記載のエマル
ション組成物。
＜５＞　更に多価アルコールを含有することを特徴とする前記＜１＞～前記＜４＞のいず
れか１に記載のエマルション組成物。
＜６＞　前記粒子径が１００ｎｍ以下である前記＜１＞～前記＜５＞のいずれか１に記載
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のエマルション組成物。
＜７＞　カロチノイドの融点以上の温度で加熱処理をすることで得られるカロチノイドを
含む油相と、ポリグリセリン脂肪酸エステル及び、ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異
なるノニオン性乳化剤を含む水相と、を混合することで得られる、前記＜１＞～前記＜６
＞のいずれか１に記載のエマルション組成物。
【００１２】
＜８＞　前記＜１＞～前記＜７＞のいずれか１に記載のエマルション組成物を含有する食
品。
＜９＞　前記＜１＞～前記＜７＞のいずれか１に記載のエマルション組成物を含有する化
粧品。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、粒子の粒子径が微細で、かつ、その保存安定性に優れ、透明性の高い
エマルション組成物を提供することができる。
　また、本発明は、粒子の粒子径が微細で、かつ、その保存安定性に優れ、透明性の高い
エマルション組成物を含む食品及び化粧品を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
＜エマルション組成物＞
　本発明のエマルション組成物は、オイルに含有された状態で検出される融点が１００℃
以上であるカロチノイドを含む油相と、ポリグリセリン脂肪酸エステル及び該ポリグリセ
リン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤を含む水相と、から構成され、ポリグリ
セリン脂肪酸エステルの含有量（Ａ）と、ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニ
オン性乳化剤の含有量（Ｂ）と、のエマルション組成物における質量比（Ａ）／（Ｂ）が
２．５～１０の範囲であり、粒子径が２００ｎｍ以下であることを特徴とする。
　このように、高融点カロチノイドを含む油相に対し、水相に、ポリグリセリン脂肪酸エ
ステルと、該ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤と、の２種類以
上の乳化剤を特定の質量比にて用いることで、粒子の粒子径を微細化することが可能とな
り、また、この微細化状態が長期間安定に保持され、透明性の高いエマルション組成物が
得られる。
　以下、本発明のエマルション組成物を構成する各成分について説明する。
　なお、本発明のエマルション組成物は水中油型のエマルションを含むものである。
【００１５】
〔油相構成成分〕
［高融点カロチノイド］
　本発明においては、油相に、オイルに含有された状態で検出される融点が１００℃以上
であるカロチノイド（高融点カロチノイド）を含有する。
　この高融点カロチノイドは、以下の（１）～（４）の工程を経て測定され、検出される
融点が１００℃以上となるカロチノイドを指す。
　即ち、（１）オイル中にカロチノイドを１質量％以上５０質量％以下含む油性試料を調
製する。この油性試料の組成は、エマルジョン組成物を調製する際の組成に従うことが望
ましく、カロチノイドの濃度が１質量％を超える限りは油性物質で希釈することができる
。
　（２）調製されたカロチノイド含有油性試料について、メトラーＦＰ９００熱分析シス
テム及びＦＰ８２ホットステージ（メトラー・トレド製）を用いて加熱処理する。この加
熱は、初期温度３０℃、昇温速度５℃／ｍｉｎで行う。
　（３）試料に含まれるカロチノイドの結晶の加熱処理に伴う融解挙動を、光学顕微鏡Ｅ
ＣＬＩＰＳＥ　ＬＶ１００ＰＯＬ（ニコン製）にて観察する。観察は、偏光フィルターを
用いて暗視野にて行い、また、倍率は２００倍とする。
　（４）暗視野にて明るく見える結晶が完全に融解した温度を融点として記録する。
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　また、上記の測定方法以外でも、市販されている融点測定装置や示差走査熱量測定装置
を使用することで、同様に油性試料に含まれるカロチノイドの融点を測定することができ
るが、本発明においては、上記（１）～（４）の工程を経て測定する方法を適用した。
　なお、上記（１）の工程で用いられるオイルとしては、油脂が望ましいが、後述するエ
マルジョン組成物に含有できる油性物質を含む組成であればよい。
【００１６】
　本発明においては、上述の測定にて検出された融点が１００℃以上であれば、如何なる
カロチノイドをも使用することができる。
　高融点カロチノイドとして、具体的には、リコピン、α－カロチン、β－カロチン、γ
－カロチン、非エステル結合型キサントフィル類等が挙げられる。このキサントフィル類
としては、アスタキサンチン、フコキサンチン、ルテイン、ゼアキサンチン、カプサンチ
ン、β－クリプトキサンチン、ビオラキサンチン等が挙げられる。エステル結合型キサン
トフィル類は、結合した中鎖或いは長鎖のアシル鎖のために脂溶性が向上しており、結晶
の融点が低いことで知らており、そのため、本発明における高融点カロチノイドとしては
、非エステル結合型キサントフィル類が用いられる。
　中でも、酸化防止効果、美白効果等が非常に高いことで知られ、従来より食品、化粧品
、医薬品の原材料及びそれらの加工品等への添加が要望、検討、実施されている点から、
リコピンが好ましい。
【００１７】
　リコピンは、化学式Ｃ４０Ｈ５６（分子量５３６．８７）のカロチノイドであり、カロ
チノイドの一種カロテン類に属している。４７４ｎｍ（アセトン）に吸収極大を示す赤色
色素である。また、リコピンはドイツ語読みであり、リコペン（ｌｙｃｏｐｅｎｅ）と標
記されることもある。
　リコピンには、分子中央の共役二重結合のｃｉｓ－、ｔｒａｎｓ－の異性体も存在する
。例えば、全ｔｒａｎｓ－、９－ｃｉｓ体と１３－ｃｉｓ体などの如くである。
【００１８】
　リコピンはそれを含有する天然物から分離・抽出されたリコピン含有オイルとして、本
発明のエマルジョン組成物に含まれていてもよい。
　リコピンは、天然においてはトマト、柿、スイカ、ピンクグレープフルーツに含まれて
おり、上記のリコピン含有オイルはこれらの天然物から分離・抽出されたものであっても
よい。
　また、本発明で用いられるリコピンは、前記抽出物、また、更にこの抽出物を必要に応
じて適宜精製したものでもよく、また、合成品であってもよい。
　本発明においては、リコピンとしては、トマトから抽出されたものが、品質、生産性の
点から特に好ましい。
【００１９】
　また、本発明では、広く市販されている、トマト抽出物をリコピン含有オイルとして用
いることができ、例えば、サンブライト（株）より販売されているＬｙｃ－Ｏ－Ｍａｔｏ
　１５％、Ｌｙｃ－Ｏ－Ｍａｔｏ　６％、協和発酵工業（株）より販売されているリコピ
ン１８等が挙げられる。
【００２０】
　高融点カロチノイドの含有量としては、エマルション組成物に対し０．１質量％～５質
量％が好ましく、０．２質量％～３質量％がより好ましく、０．３質量％～２質量％が更
に好ましい。
【００２１】
［その他の油性成分］
　また、本発明において、油相には、前述の高融点カロチノイド以外の油性成分を含有し
ていてもよい。その他の油性成分としては、水性媒体に溶解せず、油性媒体に溶解する成
分であれば、特に限定はない
　以下、その他の油性成分について説明する。
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【００２２】
　本発明において、その他の油性成分の１つとしては、前述の高融点カロチノイドの融点
を検出する際に用いるオイルが挙げられる。高融点カロチノイドがオイル中に含有された
状態で市販されているものであれば、この市販品を、本発明の油相構成成分としてそのま
ま用いることができる。
【００２３】
　また、その他の油性成分としては、上記の高融点カロチノイドの融点を検出する際に用
いるオイル以外に、前述の高融点カロチノイド以外のカロチノイド類、リン脂質、不飽和
脂肪酸類、ココナッツ油等の油脂類、トコフェロール等の油溶性ビタミンを含む酸化防止
剤、ユビキノン類が好ましく用いられる。
【００２４】
（カロチノイド類）
　その他の油性成分としては、天然色素を含む高融点カロチノイド以外のカロチノイド類
を好ましく用いることができる。
　本発明のエマルション組成物におけるカロチノイド類は、黄色から赤のテルペノイド類
の色素であり、植物類、藻類、及びバクテリアのものを含む。
　また、天然由来のものに限定されず、常法に従って得られるものであればいずれのもの
も、本発明におけるカロチノイドに含まれる。例えば、後述のカロチノイド類のカロチン
類の多くは合成によっても製造されており、市販のβ－カロチンの多くは合成により製造
されている。
【００２５】
　高融点カロチノイド以外のカロチノイド類は、前述方法で測定された融点が１００℃未
満であるものを指し、炭化水素類（カロチン類）及びそれらの酸化アルコール誘導体類（
キサントフィル類）が挙げられる。
　カロチノイド類としては、アクチニオエリスロール、アスタキサンチン（エステル結合
型）、ビキシン、カンタキサンチン、カプサンチン（エステル結合型）、カプソルビン、
β－８’－アポ－カロテナール（アポカロテナール）、β－１２’－アポ－カロテナール
、β－クリプトキサンチン（エステル結合型）、ルテイン（エステル結合型）、ビオラキ
サンチン（エステル結合型）、ゼアキサンチン（エステル結合型）、及びそれらのうちヒ
ドロキシル又はカルボキシルを含有するもののエステル類が挙げられる。
【００２６】
　カロチノイド類の多くは、シス及びトランス異性体の形で天然に存在するが、合成物は
しばしばシス・トランス混合物である。
　カロチノイド類は一般に植物素材から抽出することができる。これらのカロチノイド類
は種々の機能を有しており、例えば、マリーゴールドの花弁から抽出するルテインは家禽
の餌の原料として広く使用され、家禽の皮フ及び脂肪並びに家禽が産む卵に色を付ける機
能がある。
【００２７】
　これらの高融点カロチノイド以外のカロチノイド類と、高融点カロチノイドと、を併用
する場合、全カロチノイド類中、高融点カロチノイドを１０質量％以上含むことが好まし
く、３０質量％以上含むことがより好ましい。
【００２８】
（不飽和脂肪酸類）
　その他の油性成分における不飽和脂肪酸類としては、一価不飽和脂肪酸（ω－９、オレ
イン酸など）、多価不飽和脂肪酸（ω－３、ω－６）が挙げられる。
　多価不飽和脂肪酸のうち、ω－３油脂類としては、リノレン酸（亜麻仁油等も含む）が
好ましい。）、エイコサペンタエン酸（ＥＰＡ）、ドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）、及び
これらを含有する魚油などを挙げることができる。
　このうちＤＨＡは、ドコサヘキサエン酸（Ｄｏｃｏｓａｈｅｘａｅｎｏｉｃ　ａｃｉｄ
）の略称であり、６つの二重結合を含む２２個の炭素鎖をもつカルボン酸（２２：６）の
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総称であるが、通常は、生体にとって重要な４、７、１０、１３、１６、１９位に全てシ
ス型の二重結合をもつため、有用である。
【００２９】
（油脂類）
　その他の油性成分におけるω－３油脂類以外の油脂類としては、常温で、液体の油脂（
脂肪油）及び固体の油脂（脂肪）が挙げられる。
　液体の油脂としては、前述した高融点カロチノイドの融点を検出する際に用いるオイル
以外に、例えば、オリーブ油、ツバキ油、マカデミアナッツ油、ヒマシ油、アボガド油、
月見草油、タートル油、トウモロコシ油、ミンク油、ナタネ油、卵黄油、ゴマ油、パーシ
ック油、小麦胚芽油、サザンカ油、アマニ油、サフラワー油、綿実油、エノ油、大豆油、
落花生油、茶実油、カヤ油、コメヌカ油、シナギリ油、日本キリ油、ホホバ油、胚芽油、
トリグリセリン、トリオクタン酸グリセリン、トリイソパルチミン酸グリセリン、サラダ
油、サフラワー油（ベニバナ油）、パーム油、ココナッツ油、ピーナッツ油、アーモンド
油、ヘーゼルナッツ油、ウォルナッツ油、グレープシード油等が挙げられる。
　また、固体の油脂としては、牛脂、硬化牛脂、牛脚脂、牛骨脂、ミンク油、卵黄油、豚
脂、馬脂、羊脂、硬化油、カカオ脂、ヤシ油、硬化ヤシ油、パーム油、パーム硬化油、モ
クロウ、モクロウ核油、硬化ヒマシ油、ワックス類、高級アルコール類等が挙げられる。
　上記の中でも、エマルション組成物の粒子径、安定性の観点から、中鎖脂肪酸トリグリ
セライドが好ましく、具体的には、ココナッツ油が、好ましく用いられる。
【００３０】
　本発明において、油脂類は市販品を用いることができる。
　また、本発明において、油脂類は１種単独で用いてもよいし、２種以上を混合して用い
てもよい。
【００３１】
（酸化防止剤）
　本発明におけるその他の油性成分として、ラジカル捕捉の機能を有する脂溶性の酸化防
止剤を含有することが好ましい。
　酸化防止剤は油性成分として１種単独で用いても、また、他の油性成分の酸化を防止す
るために併用して用いることも好ましい態様である。
【００３２】
　酸化防止剤は、ラジカルの発生を抑えるとともに、生成したラジカルをできる限り速や
かに捕捉し、連鎖反応を断つ役割を担う添加剤である（出典：「油化学便覧　第４版」、
日本油化学会編　２００１）。
【００３３】
　酸化防止剤としての機能を確認する直接的な方法としては、試薬と混合して、ラジカル
を捕捉する様子を分光光度計やＥＳＲ（電子スピン共鳴装置）によって測定する方法が知
られている。これらの方法では、試薬として、ＤＰＰＨ（１，１－ジフェニル－２－ピク
リルヒドラジル）や、ガルビノキシルラジカルが使用される。
　本発明においては、以下の実験条件下で、油脂の自動酸化反応を利用して、油脂の過酸
化物価（ＰＯＶ値）を６０ｍｅｑ／ｋｇに引き上げるまでに要する時間が、ブランクに対
し２倍以上である化合物を「酸化防止剤」と定義する。油脂の過酸化物価（ＰＯＶ値）は
常法により測定する。
【００３４】
＜条件＞
　油脂：オリーブ油
　検体添加量：油脂に対し０．１質量％
　試験方法：試料を１９０℃にて加熱し、時間を追ってＰＯＶ値を常法により測定し、６
０ｍｅｑ／ｋｇとなる時間を算出した。
【００３５】
　本発明における酸化防止剤は、エマルションの酸化に対する安定性の観点から、前記Ｐ
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ＯＶ値６０ｍｅｑ／ｋｇになるまでに要する時間がブランクに対し５倍以上である酸化防
止剤が好ましい。
【００３６】
　本発明の酸化防止剤として使用できる化合物は、「抗酸化剤の理論と実際」（梶本著、
三書房　１９８４）や、「酸化防止剤ハンドブック」（猿渡、西野、田端著、大成社　１
９７６）に記載の各種酸化防止剤のうち、酸化防止剤として機能するものであれば良く、
具体的には、フェノール性ＯＨを有する化合物、フェニレンジアミン等のアミン系化合物
、また、アスコルビン酸及びエリソルビン酸の油溶化誘導体等を挙げることができる。
　以下に好ましい酸化防止剤を例示するが、本発明はこれらに限定されるものではない。
【００３７】
　フェノール性ＯＨを有する化合物として、ポリフェノール類（例えば、チャ抽出物に含
まれるカテキン）、グアヤク脂、ノルジヒドログアヤレチック酸（ＮＤＧＡ）、没食子酸
エステル類、ＢＨＴ（ブチルヒドロキシトルエン）、ＢＨＡ（ブチルヒドロキシアニソー
ル）、カルシノン酸類（ローズマリー抽出物など）、フェルラ酸、ビタミンＥ類及びビス
フェノール類等が挙げられる。没食子酸エステル類として、没食子酸プロピル、没食子酸
ブチル及び没食子酸オクチルが挙げられる。
【００３８】
　アミン系化合物として、フェニレンジアミン、ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、
又は４－アミノ－ｐ－ジフェニルアミンが挙げられ、ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミ
ン、又は４－アミノ－ｐ－ジフェニルアミンがより好ましい。
【００３９】
　アスコルビン酸、エリソルビン酸の油溶化誘導体としては、ステアリン酸Ｌ－アスコル
ビルエステル、テトライソパルミチン酸Ｌ－アスコルビルエステル、パルミチン酸Ｌ－ア
スコルビルエステル、パルミチン酸エリソルビルエステル、テトライソパルミチン酸エリ
ソルビルエステル、などが挙げられる。
【００４０】
　以上の中でも、安全性、及び、酸化防止の機能に優れる観点から、特に、ビタミンＥ類
が好ましく用いられる。
　ビタミンＥ類としては、特に限定されず、例えば、トコフェロール及びその誘導体から
なる化合物群、並びにトコトリエノール及びその誘導体からなる化合物群から選ばれるも
のを挙げることができる。これらは単独で用いても、複数併用して用いてもよい。またト
コフェノール及びその誘導体からなる化合物群とトコトリエノール及びその誘導体からな
る化合物群からそれぞれ選択されたものを組み合わせて使用してもよい。
【００４１】
　トコフェロール及びその誘導体からなる化合物群としては、ｄｌ－α－トコフェロール
、ｄｌ－β－トコフェロール、ｄｌ－γ－トコフェロール、ｄｌ－δ－トコフェロール、
酢酸ｄｌ－α－トコフェロール、ニコチン酸－ｄｌ－α－トコフェロール、リノール酸－
ｄｌ－α－トコフェロール、コハク酸ｄｌ－α－トコフェロール等が含まれる。これらの
内で、ｄｌ－α－トコフェロール、ｄｌ－β－トコフェロール、ｄｌ－γ－トコフェロー
ル、ｄｌ－δ－トコフェロール、及び、これらの混合物（ミックストコフェロール）がよ
り好ましい。また、トコフェロール誘導体としては、これらの酢酸エステルが好ましく用
いられる。
　トコトリエノール及びその誘導体からなる化合物群としては、α－トコトリエノール、
β－トコトリエノール、γ－トコトリエノール、δ－トコトリエノール等が含まれる。ま
た、トコトリエノール誘導体としては、これらの酢酸エステルが好ましく用いられる。ト
コトリエノールは麦類、米糠、パーム油等に含まれるトコフェロール類似化合物で、トコ
フェロールの側鎖部分に二重結合が３個含まれ、優れた酸化防止性能を有する。
【００４２】
　これらのビタミンＥ類は、油溶性酸化防止剤として本発明のエマルション組成物の特に
油相に含まれていることが、効果的に油性成分の酸化防止機能を発揮することができるた
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め好ましい。上記ビタミンＥ類の中でも酸化防止効果の観点から、トコトリエノール及び
その誘導体からなる化合物群から選択されたものを少なくとも１種を含有することが更に
好ましい。
【００４３】
　エマルション組成物における酸化防止剤の含有量は、一般的には、該エマルション組成
物に対して０．００１質量％～２０．０質量％であり、好ましくは０．０１質量％～１０
．０質量％、より好ましくは０．１質量％～５．０質量％である。
【００４４】
（ユビキノン類）
　本発明におけるその他の油性成分として、ユビキノン類を用いてもよい。ユビキノン類
としては、コエンザイムＱ１０のようなコエンザイムＱ類等が挙げられる。コエンザイム
Ｑ１０は、「ユビデカレノン」として日本薬局方に記載されている補酵素の一種であり、
ユビキノン１０、補酵素ＵＱ１０等と呼ばれることもある。自然界においては、酵母、鯖
、鰯、小麦胚芽等の天然物に多く含まれており、熱水、含水アルコール、アセトン等の溶
媒によってコエンザイムＱ１０を抽出することができる。工業的にも製造可能であり一般
的には発酵法や合成法が知られている。本発明で使用されるコエンザイムＱ１０は、天然
物から抽出されたものであってもよく、工業的に合成されたものであってもよい。また、
コエンザイムＱ１０として市販品を使用してもよく、日清ファルマ社製のコエンザイムＱ
１０や、日本油脂社製のコエンザイムＱ１０粉末等を挙げることができる。
【００４５】
　本発明のエマルション組成物における油性成分の総含有量は、エマルション組成物の応
用、及び、粒子の粒子径、その保存安定性の観点から、好ましくは０．１質量％～５０質
量％、より好ましくは０．５質量％～２５質量％、更に好ましくは０．２質量％～１０質
量％である。
　油性成分の含有量を０．１質量％以上とすると、有効成分が少なくなることがなく、エ
マルション組成物の食品、化粧品への応用が容易となる傾向となり、５０質量％以下であ
ると、粒子径の増大、乳化安定性の悪化が生じ難い傾向となる。
【００４６】
〔ポリグリセリン脂肪酸エステル〕
　本発明のエマルション組成物は、ポリグリセリン脂肪酸エステルを含有する。
　本発明におけるポリグリセリン脂肪酸エステルとしては、平均重合度が２以上、好まし
くは６～１５、より好ましくは８～１０のポリグリセリンと、炭素数８～１８の脂肪酸、
例えば、カプリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリ
ン酸、オレイン酸、及びリノール酸と、のエステルである。
　ポリグリセリン脂肪酸エステルの好ましい例としては、ヘキサグリセリンモノオレイン
酸エステル、ヘキサグリセリンモノステアリン酸エステル、ヘキサグリセリンモノパルミ
チン酸エステル、ヘキサグリセリンモノミリスチン酸エステル、ヘキサグリセリンモノラ
ウリン酸エステル、デカグリセリンモノオレイン酸エステル、デカグリセリンモノステア
リン酸エステル、デカグリセリンモノパルミチン酸エステル、デカグリセリンモノミリス
チン酸エステル、デカグリセリンモノラウリン酸エステル等が挙げられる。
　これらの中でも、より好ましくは、デカグリセリンモノオレイン酸エステル（ＨＬＢ＝
１２）、デカグリセリンモノステアリン酸エステル（ＨＬＢ＝１２）、デカグリセリンモ
ノパルミチン酸エステル（ＨＬＢ＝１３）、デカグリセリンモノミリスチン酸エステル（
ＨＬＢ＝１４）、デカグリセリンモノラウリン酸エステル（ＨＬＢ＝１６）などである。
　これらのポリグリセリン脂肪酸エステルを、単独又は混合して用いることができる。
【００４７】
　ここで、ＨＬＢは、通常、界面活性剤の分野で使用される親水性－疎水性のバランスで
、通常用いる計算式、例えば、川上式等が使用できる。本発明においては、下記の川上式
を採用する。
【００４８】
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　ＨＬＢ＝７＋１１．７ｌｏｇ（Ｍｗ／Ｍ０）
　ここで、Ｍｗは親水基の分子量、Ｍ０は疎水基の分子量である。
【００４９】
　また、カタログ等に記載されているＨＬＢの数値を使用してもよい。
　また、上記の式からも分かるように、ＨＬＢの加成性を利用して、任意のＨＬＢ値の化
合物を得ることができる。
【００５０】
　ポリグリセリン脂肪酸エステルの市販品としては、例えば、日光ケミカルズ（株）社製
、ＮＩＫＫＯＬ　ＤＧＭＳ，ＮＩＫＫＯＬ　ＤＧＭＯ－ＣＶ，ＮＩＫＫＯＬ　ＤＧＭＯ－
９０Ｖ，ＮＩＫＫＯＬ　ＤＧＤＯ，ＮＩＫＫＯＬ　ＤＧＭＩＳ，ＮＩＫＫＯＬ　ＤＧＴＩ
Ｓ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｔｅｔｒａｇｌｙｎ　１－ＳＶ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｔｅｔｒａｇｌｙｎ
　１－Ｏ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｔｅｔｒａｇｌｙｎ　３－Ｓ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｔｅｔｒａｇｌ
ｙｎ　５－Ｓ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｔｅｔｒａｇｌｙｎ　５－Ｏ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｈｅｘａｇ
ｌｙｎ　１－Ｌ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｈｅｘａｇｌｙｎ　１－Ｍ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｈｅｘａｇ
ｌｙｎ　１－ＳＶ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｈｅｘａｇｌｙｎ　１－Ｏ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｈｅｘａ
ｇｌｙｎ　３－Ｓ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｈｅｘａｇｌｙｎ　４－Ｂ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｈｅｘａ
ｇｌｙｎ　５－Ｓ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｈｅｘａｇｌｙｎ　５－Ｏ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｈｅｘａ
ｇｌｙｎ　ＰＲ－１５，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－Ｌ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅ
ｃａｇｌｙｎ　１－Ｍ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－ＳＶ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄ
ｅｃａｇｌｙｎ　１－５０ＳＶ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－ＩＳＶ，ＮＩＫ
ＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－Ｏ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－ＯＶ，ＮＩ
ＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－ＬＮ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　２－ＳＶ，
ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　２－ＩＳＶ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　３－
ＳＶ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　３－ＯＶ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　
５－ＳＶ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　５－ＨＳ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙ
ｎ　５－ＩＳ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　５－ＯＶ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇ
ｌｙｎ　５－Ｏ－Ｒ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　７－Ｓ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃ
ａｇｌｙｎ　７－Ｏ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１０－ＳＶ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄ
ｅｃａｇｌｙｎ　１０－ＩＳ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１０－ＯＶ，ＮＩＫＫ
ＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１０－ＭＡＣ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　ＰＲ－２０
，三菱化学フーズ（株）社製リョートーポリグリエステル、Ｌ－７Ｄ、Ｌ－１０Ｄ、Ｍ－
１０Ｄ、Ｐ－８Ｄ、ＳＷＡ－１０Ｄ、ＳＷＡ－１５Ｄ、ＳＷＡ－２０Ｄ、Ｓ－２４Ｄ、Ｓ
－２８Ｄ、Ｏ－１５Ｄ、Ｏ－５０Ｄ、Ｂ－７０Ｄ、Ｂ－１００Ｄ、ＥＲ－６０Ｄ、ＬＯＰ
－１２０ＤＰ、ＤＳ１３Ｗ、ＤＳ３、ＨＳ１１、ＨＳ９、ＴＳ４、ＴＳ２、ＤＬ１５、Ｄ
Ｏ１３、太陽化学（株）社製サンソフトＱ－１７ＵＬ、サンソフトＱ－１４Ｓ、サンソフ
トＡ－１４１Ｃ、理研ビタミン（株）社製ポエムＤＯ－１００、ポエムＪ－００２１など
が挙げられる。
　上記の中でも、好ましくは、ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－Ｌ，ＮＩＫＫＯＬ
　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－Ｍ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－ＳＶ，ＮＩＫＫＯ
Ｌ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－５０ＳＶ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－ＩＳＶ，
ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－Ｏ，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－ＯＶ
，ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－ＬＮ，リョートーポリグリエステル　Ｌ－７Ｄ
、Ｌ－１０Ｄ、Ｍ－１０Ｄ、Ｐ－８Ｄ、ＳＷＡ－１０Ｄ、ＳＷＡ－１５Ｄ、ＳＷＡ－２０
Ｄ、Ｓ－２４Ｄ、Ｓ－２８Ｄ、Ｏ－１５Ｄ、Ｏ－５０Ｄ、Ｂ－７０Ｄ、Ｂ－１００Ｄ、Ｅ
Ｒ－６０Ｄ、ＬＯＰ－１２０ＤＰである。
【００５１】
　ポリグリセリン脂肪酸エステルの含有量としては、量が少なすぎると微細な粒子が得ら
れず、また、乳化物の安定性が十分でなく、更に量が多すぎると乳化物の泡立ちが激しく
なるなどの問題を生じるため、エマルション組成物に対し０．１質量％～２０質量％が好
ましく、１質量％～１８質量％がより好ましく、５質量％～１５質量％が更に好ましい。
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【００５２】
〔ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤〕
　本発明のエマルション組成物は、ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性
乳化剤を含有する。
　本発明におけるポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤としては、
従来公知のノニオン性乳化剤であれば、特に限定されないが、食品、化粧品、医薬品へ添
加できる点から、ショ糖脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル、有機酸グリセリン
脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、プロピレングリコール脂肪酸エステル、及
びポリソルベート類が好ましい。
【００５３】
　特に、上記のポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤のうち、親水
性乳化剤であることがより好ましい。ここで親水性乳化剤は、前述のＨＬＢが１０以上で
あることで規定される。親水性のノニオン性乳化剤の例としては、ショ糖脂肪酸エステル
、及びポリソルベート類が挙げられる。
【００５４】
　本発明に用いられる、ショ糖脂肪酸エステルは、脂肪酸の炭素数が１２以上のものが好
ましく、１２～２０のものがより好ましい。
　ショ糖脂肪酸エステルの好ましい例としては、ショ糖ジオレイン酸エステル、ショ糖ジ
ステアリン酸エステル、ショ糖ジパルミチン酸エステル、ショ糖ジミリスチン酸エステル
、ショ糖ジラウリン酸エステル、ショ糖モノオレイン酸エステル、ショ糖モノステアリン
酸エステル、ショ糖モノパルミチン酸エステル、ショ糖モノミリスチン酸エステル、ショ
糖モノラウリン酸エステル等が挙げられ、これらの中でも、ショ糖モノオレイン酸エステ
ル、ショ糖モノステアリン酸エステル、ショ糖モノパルミチン酸エステル、ショ糖モノミ
リスチン酸エステル、ショ糖モノラウリン酸エステルがより好ましい。
　本発明においては、これらのショ糖脂肪酸エステルを、単独又は混合して用いることが
できる。
【００５５】
　ショ糖脂肪酸エステルの市販品としては、例えば、三菱化学フーズ（株）社製リョート
ーシュガーエステル　Ｓ－０７０、Ｓ－１７０、Ｓ－２７０、Ｓ－３７０、Ｓ－３７０Ｆ
、Ｓ－５７０、Ｓ－７７０、Ｓ－９７０、Ｓ－１１７０、Ｓ－１１７０Ｆ、Ｓ－１５７０
、Ｓ－１６７０、Ｐ－０７０、Ｐ－１７０、Ｐ－１５７０、Ｐ－１６７０、Ｍ－１６９５
、Ｏ－１７０、Ｏ－１５７０、ＯＷＡ－１５７０、Ｌ－１９５、Ｌ－５９５、Ｌ－１６９
５、ＬＷＡ－１５７０、Ｂ－３７０、Ｂ－３７０Ｆ、ＥＲ－１９０、ＥＲ－２９０、ＰＯ
Ｓ－１３５、第一工業製薬（株）社製の、ＤＫエステルＳＳ、Ｆ１６０、Ｆ１４０、Ｆ１
１０、Ｆ９０、Ｆ７０、Ｆ５０、Ｆ－Ａ５０、Ｆ－２０Ｗ、Ｆ－１０、Ｆ－Ａ１０Ｅ、コ
スメライクＢ－３０、Ｓ－１０、Ｓ－５０、Ｓ－７０、Ｓ－１１０、Ｓ－１６０、Ｓ－１
９０、ＳＡ－１０、ＳＡ－５０、Ｐ－１０、Ｐ－１６０、Ｍ－１６０、Ｌ－１０、Ｌ－５
０、Ｌ－１６０、Ｌ－１５０Ａ、Ｌ－１６０Ａ、Ｒ－１０、Ｒ－２０、Ｏ－１０、Ｏ－１
５０等が挙げられる。
　上記の中で、好ましくは、リョートーシュガーエステルＳ－１１７０、Ｓ－１１７０Ｆ
、Ｓ－１５７０、Ｓ－１６７０、Ｐ－１５７０、Ｐ－１６７０、Ｍ－１６９５、Ｏ－１５
７０、Ｌ－１６９５、ＤＫエステルＳＳ、Ｆ１６０、Ｆ１４０、Ｆ１１０、コスメライク
Ｓ－１１０、Ｓ－１６０、Ｓ－１９０、Ｐ－１６０、Ｍ－１６０、Ｌ－１６０、Ｌ－１５
０Ａ、Ｌ－１６０Ａ、Ｏ－１５０である。
【００５６】
　本発明に用いられる、ポリソルベート類の好ましい例としてはポリソルベート２０（ポ
リオキシエチレン（２０）ソルビタンモノラウレート）、ポリソルベート４０（ポリオキ
シエチレン（２０）ソルビタンモノパルミテート）、ポリソルベート６０（ポリオキシエ
チレン（２０）ソルビタンモノステアレート）、ポリソルベート６５（ポリオキシエチレ
ン（２０）ソルビタントリステアレート）、ポリソルベート８０（ポリオキシエチレン（
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２０）ソルビタンモノオレエート）、ポリソルベート８５（ポリオキシエチレン（２０）
ソルビタントリオレエート）等が挙げられる。
　本発明においては、これらのポリソルベート類を、単独又は混合して用いることができ
る。
【００５７】
　ポリソルベート類の市販品としては、例えば、日光ケミカルズ（株）社製、ＮＩＫＫＯ
ＬＴＬ-１０、ＮＩＫＫＯＬ　ＴＰ－１０Ｖ、ＮＩＫＫＯＬ　ＴＳ－１０Ｖ、ＮＩＫＫＯ
Ｌ　ＴＳ－１０ＭＶ、ＮＩＫＫＯＬ　ＴＳ－１０６Ｖ、ＮＩＫＫＯＬ　ＴＳ－３０Ｖ、Ｎ
ＩＫＫＯＬ　ＴＩ－１０Ｖ、ＮＩＫＫＯＬ　ＴＯ－１０Ｖ、ＮＩＫＫＯＬ　ＴＯ－１０Ｍ
Ｖ、ＮＩＫＫＯＬ　ＴＯ－１０６Ｖ、ＮＩＫＫＯＬ　ＴＯ－３０Ｖなどが挙げられる。
【００５８】
　上述したようなポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤は、１種単
独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００５９】
　ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤の総含有量としては、量が
少なすぎると微細な粒子が得られず、また乳化物の安定性が十分でなく、更に量が多すぎ
ると乳化物の泡立ちが激しくなるなどの問題を生じるため、エマルション組成物に対し０
．０１質量％～８質量％が好ましく、０．１質量％～５質量％がより好ましく、０．５質
量％～３質量％が更に好ましい。
【００６０】
　また、本発明のエマルション組成物において、ポリグリセリン脂肪酸エステルの含有量
（Ａ）と、ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤の含有量（Ｂ）と
、の質量比（Ａ）／（Ｂ）は、ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化
剤の量がポリグリセリン脂肪酸エステルと比較して少なすぎる場合には、エマルジョン組
成物の調製に際して油分の析出することなどの問題を生じ、逆に多すぎる場合には、乳化
物の安定性が低くなるなどの問題を生じるため、２．５～１０の範囲であることを要し、
３～９の範囲であることが好ましく、４～８の範囲であることがより好ましい。
【００６１】
〔その他の成分〕
（多価アルコール）
　本発明のエマルション組成物は、粒子径、安定性、及び防腐性の観点から多価アルコー
ルを含有することが好ましい。
　多価アルコールは、保湿機能や粘度調整機能等を有している。また、多価アルコールは
、水と油脂成分との界面張力を低下させ、界面を広がりやすくし、微細で、かつ、安定な
微粒子を形成しやすくする機能も有している。
　以上より、エマルション組成物が多価アルコールを含有することは、エマルション粒子
径をより微細化でき、かつ該粒子径が微細な粒子径の状態のまま長期に亘り安定して保持
できるとの観点から好ましい。
　また、多価アルコールの添加により、エマルション組成物の水分活性を下げることがで
き、微生物の繁殖を抑えることができる。
【００６２】
　本発明に使用できる前記多価アルコールとしては、二価以上のアルコールであれば特に
限定されず用いることができる。
　前記多価アルコールとしては、例えば、グリセリン、ジグリセリン、トリグリセリン、
ポリグリセリン、３－メチル－１，３－ブタンジオール、１，３－ブチレングリコール、
イソプレングリコール、ポリエチレングリコール、１，２－ペンタンジオール、１，２－
ヘキサンジオール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ポリプロピレング
リコール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、ペンタエリスリトール、ネオペ
ンチルグリコール、マルチトール、還元水あめ、果糖、ブドウ糖、蔗糖、ラクチトール、
パラチニット、エリスリトール、ソルビトール、マンニトール、キシリトール、キシロー
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ス、グルコース、ラクトース、マンノース、マルトース、ガラクトース、フルクトース、
イノシトール、ペンタエリスリトール、マルトトリオース、ソルビトール、ソルビタン、
トレハロース、澱粉分解糖、澱粉分解糖還元アルコール等が挙げられ、これらを、単独又
は複数種の混合物の形態で用いることができる。
【００６３】
　また、多価アルコールとしては、その１分子中における水酸基の数が、３個以上である
ものを用いるのが好ましい。これにより、水系溶媒と油脂成分との界面張力をより効果的
に低下させることができ、より微細で、かつ、安定な微粒子を形成させることができる。
その結果、食品用途の場合は腸管吸収性を、化粧品用途の場合は経皮吸収性をより高いも
のとすることができる。
【００６４】
　上述したような条件を満足する多価アルコールの中でも、特に、グリセリンを用いた場
合、エマルションの粒子径がより小さくなり、かつ該粒子径が小さいまま長期に亘り安定
して保持されるため、好ましい。
【００６５】
　前記多価アルコールの含有量は、前述の粒子径、安定性、防腐性に加えて、エマルショ
ン組成物の粘度の観点から、エマルション組成物に対して１０質量％～６０質量％が好ま
しく、より好ましくは２０～５５質量％、更に好ましくは３０質量％～５０質量％である
。
　多価アルコールの含有量が１０質量％以上であると、油脂成分の種類や含有量等によっ
ても、十分な保存安定性が得られ易い点で好ましい。一方、多価アルコールの含有量が６
０質量％以下であると、最大限の効果が得られ、エマルション組成物の粘度が高くなるの
を抑え易い点で好ましい。
【００６６】
（リン脂質）
　本発明のエマルション組成物はその他の成分としてリン脂質を含有していてもよい。
　本発明において用いられるリン脂質とは、複合脂質の内、脂肪酸、アルコール、燐酸、
窒素化合物からなるエステルで、リン酸エステル及び脂肪酸エステルを有する一群であり
、グリセロリン脂質、スフィンゴリン脂質をいう。
　以下、詳細に説明する。
【００６７】
　本発明で用いることができるリン脂質であるグリセロリン脂質としては、例えば、ホス
ファチジン酸、ビスホスアチジン酸、レシチン（ホスファチジルコリン）、ホスファチジ
ルエタノールアミン、ホスファチジルメチルエタノールアミン、ホスファチジルセリン、
ホスファチジルイノシトール、ホスファチジルグリセリン、ジホスファチジルグリセリン
（カルジオリピン）等が挙げられ、これらを含む大豆、トウモロコシ、落花生、ナタネ、
麦等の植物由来のものや、卵黄、牛等の動物由来のもの及び大腸菌等の微生物等由来の各
種レシチンを挙げることができる。
　本発明で用いることができるリン脂質であるスフィンゴリン脂質としては、例えば、ス
フィンゴミエリン等を挙げることができる。
【００６８】
　また、本発明においては、グリセロリン脂質として、酵素分解したグリセロリン脂質を
使用することができる。
　例えば、前記レシチンを酵素分解したリゾレシチン（酵素分解レシチン）は、グリセロ
リン脂質の１位又は２位に結合した脂肪酸（アシル基）のいずれか一方が失われたもので
ある。脂肪酸基を１本にすることにより、レシチンの親水性を改善し、水に対する乳化性
、分散性を向上させることができる。
　リゾレシチンは、酸、又はアルカリ触媒によるレシチンの加水分解により得られるが、
ホスホリパーゼＡ１、又はＡ２を用いたレシチンの加水分解により得ることもできる。
　このようなリゾレシチンに代表されるリゾ化合物を化合物名で示すと、リゾホスファチ
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ジン酸、リゾホスファチジルグリセリン、リゾホスファチジルイノシトール、リゾホスフ
ァチジルエタノールアミン、リゾホスファチジルメチルエタノールアミン、リゾホスファ
チジルコリン（リゾレシチン）、リゾホスファチジルセリン等が挙げられる。
【００６９】
　また更に、上記のレシチンに代表されるグリセロリン脂質は、水素添加、又はヒドロキ
シル化されたものも、本発明において用いることができる。
　前記水素添加は、例えば、レシチンを触媒の存在下に水素と反応させることにより行わ
れ、脂肪酸部分の不飽和結合が水素添加される。水素添加により、レシチンの酸化安定性
が向上する。
　また、前記ヒドロキシル化は、レシチンを高濃度の過酸化水素と酢酸、酒石酸、酪酸な
どの有機酸と共に加熱することにより、脂肪酸部分の不飽和結合が、ヒドロキシル化され
る。ヒドロキシル化により、レシチンの親水性が改良される。
　これらの水素添加、ヒドロキシル化されたレシチンは、化粧品用途への応用が特に好ま
しい。
【００７０】
　上記の中でも、乳化安定性の点で、グリセロリン脂質であるレシチン、リゾレシチン、
が好ましく、更に、レシチンが好ましい。
【００７１】
　前記レシチンは、分子内に親水基と疎水基を有していることから、従来より、食品、医
薬品、化粧品分野で、広く乳化剤として使用されている。
【００７２】
　前記レシチンの純度６０質量％以上のものが産業的にはレシチンとして利用されている
が、本発明においては、一般に「高純度レシチン」と称されるレシチン純度８０質量％以
上のものが好ましく、より好ましくは９０質量％以上のものである。
　このレシチン純度（質量％）は、レシチンがトルエンに溶解しやすくアセトンに溶解し
ない性質を利用して、トルエン不溶物とアセトン可溶物の質量を差し引くことにより求め
られる。
　高純度レシチンは、リゾレシチンに比べて親油性が高く、そのためレシチンと油性成分
との相溶性が高くなり、乳化安定性を向上させていると考えられる。
【００７３】
　本発明で用いるリン脂質は、単独で用いることもでき、又は、複数種の混合物の形態で
用いることができる。
【００７４】
〔粒子径〕
　本発明のエマルション組成物に含まれる粒子の粒子径は、体積平均粒子径にて２００ｎ
ｍ以下であることを要し、より好ましくは１２０ｎｍ以下、最も好ましくは１００ｎｍ以
下である。
　粒子の粒子径（体積平均粒子径）を２００ｎｍ以下とすることにより、本発明のエマル
ション組成物（乳化物）を用いて製造した食品、化粧品等の透明性が悪化し難く、また、
体内、経皮吸収性が低下し難い点で好ましい。
【００７５】
　本発明のエマルション組成物中に含まれる粒子の粒子径は、市販の粒度分布計等で計測
することができる。エマルションの粒度分布測定法としては、光学顕微鏡法、共焦点レー
ザー顕微鏡法、電子顕微鏡法、原子間力顕微鏡法、静的光散乱法、レーザー回折法、動的
光散乱法、遠心沈降法、電気パルス計測法、クロマトグラフィー法、超音波減衰法等が知
られており、それぞれの原理に対応した装置が市販されている。
【００７６】
　本発明においては、粒径範囲及び測定の容易さから、粒子の粒子径測定には動的光散乱
法が用いられることが好ましい。動的光散乱を用いた市販の測定装置としては、ナノトラ
ックＵＰＡ（日機装（株））、動的光散乱式粒径分布測定装置ＬＢ－５５０（（株）堀場
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製作所）、濃厚系粒径アナライザーＦＰＡＲ－１０００（大塚電子（株））等が挙げられ
る。
　本発明における粒子径は、濃厚系粒径アナライザーＦＰＡＲ－１０００（大塚電子（株
））を用いて測定した値とし、具体的には、以下のよう計測した値を採用する。
　粒子径の測定方法は、油性成分の濃度が１質量％になるように純水で希釈を行い、ガラ
スセルを用いて測定を行う。粒子径は、分散媒屈折率として１．３１３（純水）、分散媒
の粘度を０．８８５４（純水）と設定した時のメジアン径として求めることができる。
【００７７】
　エマルション組成物に含まれる粒子の粒子径は、前述したエマルション組成物の成分以
外に、後述するエマルション組成物の製造方法における油相及び水相の溶解温度や、攪拌
条件（せん断力・温度・圧力）、油相と水相比率、などの要因によって微細化することが
できる。
【００７８】
＜エマルション組成物の製造方法＞
　本発明のエマルション組成物の製造方法は、特に限定されないが、たとえば、ａ）水性
媒体（水等）に、ポリグリセリン脂肪酸エステル、及びポリグリセリン脂肪酸エステルと
は異なるノニオン性乳化剤を溶解させて、水相を得て、また、ｂ）油性成分（高融点カロ
チノイド等）を混合・溶解して、油相を得て、ｃ）攪拌下でこの水相と油相とを混合して
、乳化分散を行い、エマルション組成物を得る、といったステップからなる製造方法が好
ましい。
　特に、本発明においては高融点カロチノイドを含有しているため、融点以上の温度で加
熱処理することで油相に含まれるカロチノイドを十分に溶解せしめた上で水相と混合し、
乳化処理を行うことが必要である。
　この製造方法における油相、水相に含有される成分は、前述の本発明のエマルション組
成物の構成成分と同様であり、好ましい例及び好ましい量も同様であり、好ましい組合せ
がより好ましい。
【００７９】
　上記の乳化分散における油相と水相との比率（質量）は、特に限定されるものではない
が、油相／水相比率（質量％）として０．１／９９．９～５０／５０が好ましく、０．５
／９９．５～３０／７０がより好ましく、１／９９～２０／８０が更に好ましい。
　油相／水相比率を０．１／９９．９以上とすることにより、有効成分が低くならないた
めエマルション組成物の実用上の問題が生じない傾向となり好ましい。また、油相／水相
比率を５０／５０以下とすることにより、界面活性剤濃度が薄くなることがなく、エマル
ション組成物の乳化安定性が悪化しない傾向となり好ましい。
【００８０】
　前記乳化分散は、１ステップの乳化操作を行うことでもよいが、２ステップ以上の乳化
操作を行うことが均一で微細な粒子を得る点から好ましい。
　具体的には、剪断作用を利用する通常の乳化装置（例えば、スターラーやインペラー攪
拌、ホモミキサー、連続流通式剪断装置等）を用いて乳化するという１ステップの乳化操
作に加えて、高圧ホモジナイザー、超音波分散機等を通して乳化する等の方法で２種以上
の乳化装置を併用するのが特に好ましい。高圧ホモジナイザーを使用することで、乳化物
を更に均一な微粒子の液滴に揃えることができる。また、更に均一な粒子径の液滴とする
目的で複数回行っても良い。
【００８１】
　本発明のエマルション組成物は、食品、又は、化粧品などに広く使用することができる
。ここで、食品としては、飲料、冷菓など、化粧品としてはスキン化粧料（化粧水、美容
液、乳液、クリームなど）、口紅、日焼け止め化粧料、メークアップ化粧料などを挙げる
ことができるが、これらに制限されるものではない。
　また、本発明の食品又は化粧品には、本発明のエマルション組成物を含有するが、必要
に応じて、食品又は化粧品に添加可能な成分を適宜添加することができる。
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　食品、化粧品などに対して用いられる本発明のエマルション組成物の添加量は、製品の
種類や目的などによって異なり一概には規定できないが、製品に対して、０．０１質量％
～１０質量％、好ましくは、０．０５質量％～５質量％の範囲で用いることができる。
　添加量が少なすぎる場合は目的の効果を出すことができない場合があり、多すぎる場合
は、過剰に添加されたエマルション組成物は効果の発揮に寄与することができない場合が
ある。
　本発明のエマルション組成物を、特に飲料（食品の場合）や化粧水、美容液、乳液、ク
リームパック・マスク、パック、洗髪用化粧品、フレグランス化粧品、液体ボディ洗浄料
、ＵＶケア化粧品、防臭化粧品、オーラルケア化粧品等（化粧品の場合）などの水性製品
に使用した場合には、透明感のある製品が得られ、且つ、長期保存又は滅菌処理などの苛
酷条件下での不溶物の析出、沈殿又はネックリングなどの不都合な現象の発生を抑制する
ことができる。
【００８３】
　本発明の食品又は化粧品は、例えば、本発明のエマルション組成物及び必要に応じて添
加可能な成分を常法により混合等して得ることができる。
【実施例】
【００８４】
　以下、本発明を実施例によって説明するが、本発明はこれに限定されるものではない。
【００８５】
（実施例１－１、１－２、比較例１－１、１－２）
　高融点カロチノイド含有ナノエマルション組成物１－Ａ～１－Ｄを、下記の組成を用い
、下記の製法によって調製した。
　なお、カロチノイドの融点は以下のようにして確認した。
　即ち、下記１液に該当する成分を、下記の組成にしたがって容器に秤量し、攪拌して均
一に混合してから、この混合物の一部を試料として用い、前述した（１）～（４）の工程
を経て測定する方法により、１液中に含まれるリコピンの融点を測定した。その結果、融
点は１３０℃であることが分かった。
【００８６】
〔１液〕
・トマトオレオレジン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．３質量％
　　（協和発酵製、リコピン１８、リコピン１８質量％含有）
・レシチン（理研ビタミン製、レシオンＰ）　　　　　　　　　　　　　　１．０質量％
・中鎖脂肪酸グリセライド（花王製、ココナードＭＴ）　　　　　　　　１０．７質量％
【００８７】
〔２液〕
・オレイン酸デカグリセリル－１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｘ質量％
　　（日光ケミカルズ製、Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－Ｏ）
・ショ糖ステアリン酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｙ質量％
　　（三菱化学フーズ製、リョートーシュガーエステルＳ－１６７０）
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５質量％
・精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０質量％
【００８８】
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【表１】

【００８９】
　上記２液に該当する成分を、上記の組成（表１に記載の組成を含む）に従って容器に秤
量し、７０℃の恒温槽にて攪拌しながら加熱混合し、よく混合されたことを確認し、７０
℃で保持した。
　また、上記１液に該当する成分を、上記の組成にしたがって容器に秤量し、１５０℃の
ホットプレート上にて攪拌しながら５分間加熱混合し、よく混合されたことを確認した。
　上記のようにして得られた２液を１液に加えて攪拌混合し、超音波ホモジナイザーを用
いて分散させた。
　その後、得られた粗分散物を更に超高圧乳化装置（アルティマイザー、（株）スギノマ
シン社製）を用い、２００ＭＰａの高圧乳化を行った。
【００９０】
（実施例２－１～２－３、比較例２－１～２－３）
　高融点カロチノイド含有ナノエマルション組成物２－Ａ～２－Ｆを、下記の組成を用い
、実施例１－１と同様の製法によって調製した。
　なお、カロチノイドの融点は以下のようにして確認した。
　即ち、下記１液に該当する成分を、下記の組成にしたがって容器に秤量し、攪拌して均
一に混合してから、この混合物の一部を試料として用い、前述した（１）～（４）の工程
を経て測定する方法により、１液中に含まれるリコピンの融点を測定した。その結果、融
点は１３０℃であることが分かった。
【００９１】
〔１液〕
・トマトオレオレジン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．３質量％
　　（サンブライト製、Ｌｙｃ－Ｏ－Ｍａｔｏ　１５％　リコピン１５質量％含有）
・レシチン（理研ビタミン製、レシオンＰ）　　　　　　　　　　　　　　１．０質量％
・中鎖脂肪酸グリセライド（花王製、ココナードＭＴ）　　　　　　　　１０．７質量％
【００９２】
〔２液〕
・オレイン酸デカグリセリル－１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｘ質量％
　　（日光ケミカルズ製、Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－Ｏ）
・ショ糖ステアリン酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｙ質量％
　　（三菱化学フーズ製、リョートーシュガーエステルＳ－１６７０）
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５質量％
・精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０質量％
【００９３】
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【表２】

【００９４】
（比較例３－１～３－５）
　カロチノイド含有ナノエマルション組成物３－Ａ～３－Ｅを、下記の組成を用い、実施
例１－１と同様の製法によって調製した。
【００９５】
〔１液〕
・トマトオレオレジン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．３質量％
　　（サンブライト製、Ｌｙｃ－Ｏ－Ｍａｔｏ　１５％　リコピン１５質量％含有）
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・レシチン（理研ビタミン製、レシオンＰ）　　　　　　　　　　　　　　１．０質量％
・中鎖脂肪酸グリセライド（花王製、ココナードＭＴ）　　　　　　　　１０．７質量％
【００９６】
〔２液〕
・ショ糖ステアリン酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量％
　　（三菱化学フーズ製、下記表３に示すリョートーシュガーエステル）
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５質量％
・精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０質量％
【００９７】
【表３】

【００９８】
（実施例４－１～４－３）
　高融点カロチノイド含有ナノエマルション組成物４－Ａ～４－Ｃを、下記の組成を用い
、実施例１－１と同様の製法によって調製した。
　実施例４－Ｂで用いるカロチノイドの融点は以下のようにして確認した。
　即ち、下記１液に該当する成分を、下記の組成にしたがって容器に秤量し、攪拌して均
一に混合してから、この混合物の一部を試料として用い、前述した（１）～（４）の工程
を経て測定する方法により、１液中に含まれるβ－カロチンの融点を測定した。その結果
、融点は１４０℃であることが分かった。
　実施例４－Ｃで用いるカロチノイドの融点は以下のようにして確認した。
　即ち、下記１液に該当する成分を、下記の組成にしたがって容器に秤量し、攪拌して均
一に混合してから、この混合物の一部を試料として用い、前述した（１）～（４）の工程
を経て測定する方法により、１液中に含まれるカロチノイドの融点を測定した。その結果
、融点は１００℃であることが分かった。
【００９９】
＜４－Ａ＞
〔１液〕
・トマトオレオレジン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．４質量％
　　（サンブライト製、Ｌｙｃ－Ｏ－Ｍａｔｏ　１５％　リコピン１５質量％含有）
・ミックストコフェロール（理研ビタミン製、理研Ｅオイル８００）　　　０．６質量％
・中鎖脂肪酸グリセライド（花王製、ココナードＭＴ）　　　　　　　　　　１１質量％
【０１００】
〔２液〕
・オレイン酸デカグリセリル－１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８質量％
　　（日光ケミカルズ製、Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－Ｏ）
・ショ糖ステアリン酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２質量％
　　（三菱化学フーズ製、リョートーシュガーエステルＳ－１６７０）
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５質量％
・精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０質量％
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【０１０１】
＜４－Ｂ＞
〔１液〕
・デュナリエラ抽出物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．７質量％
　　（協和発酵製、バイオカロチン３０ＭＣＴ、β－カロチン３０質量％含有）
・ミックストコフェロール（理研ビタミン製、理研Ｅオイル８００）　　　０．６質量％
・中鎖脂肪酸グリセライド（花王製、ココナードＭＴ）　　　　　　　　１２．７質量％
【０１０２】
〔２液〕
・オレイン酸デカグリセリル－１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８質量％
　　（日光ケミカルズ製、Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－Ｏ）
・ショ糖ステアリン酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２質量％
　　（三菱化学フーズ製、リョートーシュガーエステルＳ－１６７０）
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５質量％
・精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０質量％
【０１０３】
＜４－Ｃ＞
〔１液〕
・マルチカロチノイド懸濁液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．７質量％
　（協和発酵製、ナチュラルマルチカロチノイド２０、総カロチノイド２０質量％含有）
・ミックストコフェロール（理研ビタミン製、理研Ｅオイル８００）　　　１．０質量％
・中鎖脂肪酸グリセライド（花王製、ココナードＭＴ）　　　　　　　　１２．３質量％
【０１０４】
〔２液〕
・オレイン酸デカグリセリル－１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８質量％
　　（日光ケミカルズ製、Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－Ｏ）
・ショ糖ステアリン酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２質量％
　　（三菱化学フーズ製、リョートーシュガーエステルＳ－１６７０）
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５質量％
・精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０質量％
【０１０５】
（比較例５）
　カロチノイド含有ナノエマルション組成物５－Ａを以下の方法にて調製した。
　即ち、実施例１－１と同じ組成で、１液について１５０℃のホットプレート上にて攪拌
しながら５分間加熱混合する操作の替わりに、１液について１００℃のホットプレート上
にて攪拌しながら５分間加熱混合し、他の操作は全く同じようにしてエマルジョン組成物
を調製した。
【０１０６】
＜評価＞
（粒子の粒子径、及び保存安定性）
　上記で得られたエマルション組成物（１－Ａ～１－Ｄ、２－Ａ～２－Ｆ、３－Ａ～３－
Ｅ、４－Ａ～４－Ｃ、５－Ａ）をそれぞれ３つに分け、それぞれ５ｍｌガラスバイアルに
充填し、そのうち１つを４℃にて２週間、１つを４℃にて１ヶ月間保存した。保存前、２
週間保存後、１ヶ月間保存後のそれぞれの試料に精製水を加えて１％希釈液を調製し、希
釈液中の粒子の体積基準での平均粒子径（メジアン粒子径）を動的光散乱計にて測定した
。その測定結果を下記表４にまとめた。
　また、得られた測定結果を用い、下記の基準に従ってそれぞれのエマルジョン組成物に
評点をつけ、その結果を下記表４に併記した。
【０１０７】
＜評価基準＞
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　１：２週間保存後の粒子径が２００ｎｍより大きい。
　２：保存前及び２週間保存後の粒子径が２００ｎｍ以内であり、１ヶ月保存後の粒子径
が２００ｎｍより大きい。
　３：保存前及び２週間保存後の粒子径が２００ｎｍ以内であり、１ヶ月保存後の粒子径
が２００ｎｍ以内である。
　４：保存前の粒子径が１００ｎｍ以内であり、２週間保存後の粒子径が１００ｎｍ以内
であり、１ヶ月保存後の粒子径が１００ｎｍより大きく２００ｎｍ以内である。
　５：保存前の粒子径が１００ｎｍ以内であり、２週間保存後の粒子径が１００ｎｍ以内
であり、１ヶ月保存後の粒子径が１００ｎｍ以内である。
【０１０８】
【表４】

【０１０９】
（透明性評価）
　上記の保存安定性評価において調製した、それぞれのエマルション組成物の、１ヶ月間
保存後の１％希釈液を、高さ５ｃｍ以上の容器に、容器の底部から液面までが４ｃｍにな
るようにとり、液面から垂直・上方の位置から容器底部に向かって試料液越しに目視した
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。このようにして、容器底部を目視できるかどうかを透明性の評価として、下記の基準に
従ってそれぞれ評価し、その結果を下記表５に記した。
【０１１０】
＜評価基準＞
×：底部が見えない。
△：底部がぼんやりと見える。
○：底部がはっきり見える。
【０１１１】
【表５】

【０１１２】
　以上のように、高融点カロチノイドを油相に含有し、更に、ポリグリセリン脂肪酸エス
テルと、ポリグリセリン脂肪酸エステルとは異なるノニオン性乳化剤（ショ糖脂肪酸エス
テル）と、を特定の含有比（（Ａ）／（Ｂ）＝２．５～１０）で水相に含有する実施例の
エマルション組成物は、いずれも、保存前の粒子径が小さく（１００ｎｍ以下）、また、
２週間、１ヶ月の保存後においても、粒子径の増大が抑制され、粒子径を小さく保持でき
ることが分かる。
　また、表５に示されるように、実施例の各エマルジョン組成物は、精製水を加えて１％
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希釈液を調製した場合に、非常に高い透明性を目視により確認できることが分かる。透明
性はエマルジョン組成物中の粒子の粒子径と相関があり、粒子が好ましくは１２０ｎｍ以
下、最も好ましくは１００ｎｍ以下において高い透明性を確認することができる。
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